予算要求資料
平成２８年度当初予算　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医務費
	事業名　小児・障がい児者在宅家族支援推進事業費
　　　　　　（地域医療介護総合確保基金）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　健康福祉部地域医療推進課障がい児者医療推進室障がい児者医療推進係　
電話番号：058-272-1111（内2627）E-mail：c11230@pref.gifu.lg.jp 
１　事業費　      29,500千円（前年度予算額：16,500千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	16,500
	0
	0
	0
	0
	0
	16,500
	0
	0

	要求額
	29,500
	0
	0
	0
	0
	0
	29,500
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
在宅で生活する障がい児者の家族が休息をとるために、一時的に障がい児者の預かりを行うレスパイトサービスは家族のニーズが最も高いサービスである。しかし、受け入れ事業所が不足していることによりニーズに応えきれていないため、レスパイトサービスを行う事業所の確保が課題となっている。
また、限られた社会資源の中で在宅生活を送る重症心身障がい児者は医療・福祉面から相談できる窓口や家族間のネットワークを構築するための支援が不足しているため、サポートデスクの設置運営や家族交流のネットワークづくりなど総合的な支援を行う必要がある。
（２）事業内容
□重症心身障がい在宅支援センターみらい運営事業費(H27:14,500千円→H28:10,000千円)
限られた社会資源の中で在宅生活を送る重症心身障がい児者支援の充実を図るため、「重症心身障がい在宅支援センターみらい」が、家族等からの様々な相談に応じるとともに、家族交流会等の家族間ネットワークづくりや医療デバイス等に対する家族向け勉強会の開催など、重症心身障がい児者の家族に対し総合的な支援を行う。
新短期入所等運営機関ネットワーク会議運営事業費(H27:0千円→H28:500千円)
短期入所事業を運営していく上での現状や課題について情報共有を図るため、医療依存度の高い障がい児者を受け入れる医療機関や福祉施設で構成する連絡協議会を設置。
□障がい児者短期入所運営看護人材育成モデル事業費(H27:2,000千円→H28:2,000千円)
障がい児者ケアの知見を有する訪問介護事業所等が看護師を確保し、看護師の不足などから受け入れが進まない短期入所事業所において実際の短期入所に従事させることで、短期入所に対応可能な専任看護師を育成。
新在宅重度障がい児者短期入所等支援事業費補助金(H27:0千円→H28:15,000千円)

レスパイトサービスの拡充に向け、医療依存度の高い超・準超重症児者を受け入れた医療機関、福祉施設に対し、受け入れの実績に応じた助成を実施。
新短期入所等利用促進体制整備事業費補助金(H27:0千円→H28:1,000千円)
送迎車両の修繕費用など、短期入所利用者の利便向上に資する取組みに対して助成。
新短期入所送迎支援サービス等促進事業費補助金(H27:0千円→H28:1,000千円)
頻回の痰吸引を要するなど、外出が困難な障がい児者が短期入所を支援するため、送迎時に同乗する看護師の派遣サービスを行う事業所に対し利用に応じて助成。
（３）県負担・補助率の考え方；
・地域医療再生基金を活用した県単独事業として実施する。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	375
	講師等費用弁償

	需用費
	      45 
	会議費、研修資料等消耗品

	委託料
	12,000
	重症心身障がい在宅支援センターみらい運営事業費　10,000
障がい児者短期入所運営看護人材育成モデル事業費　 2,000

	補助金
	17,000
	在宅重度障がい児者短期入所等支援事業費補助金 15,000
短期入所等利用促進体制整備事業費補助金        1,000

短期入所送迎支援サービス等促進事業費補助金    1,000

	その他
	　　  80
	会場使用料

	合計
	29,500
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	医療的ケアの必要な重症心身障がい児者等のレスパイトサービスの利用促進、及びレスパイトサービスを行う事業所の拡大を図るとともに、家族間ネットワークの拡大等、家族支援の体制の整備を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	医療型重症心身障がい児者等の短期入所利用回数
	1,013
（H26）
	（H  ）
	（H  ）
	1,588
（H27.8）
	3,407
（H28）
	46.6

％


	家族交流会参加者数
	　 0
（H25）
	140
（H26）
	（H　）
	252
（H27.7）
	420
（H28）
	60.0

％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・障がい児者家族からの相談への対応、家族交流会の開催、機関誌の発行
・東濃圏域において、医療型短期入所事業所と障がい児者のケアのノウハウを有する福祉事業者との連携体制を構築することにより従事人材の育成と短期入所の利用回数の量的拡大を図った。


（前年度の成果）

	・障がい児者の家族からの相談件数54件、家族交流会を県内４地域において開催し延べ252人の参加があった。（H27.8月時点）
・東濃圏域において重症心身障がい児者が短期入所利用した日数はH27.8月時点でのべ126日。（H26.8月時点:13日）



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	障がい児者家族から最もニーズの高い医療的ケアの必要な重症心身障がい児者等が利用できるレスパイトサービスの場の量的拡大や家族間ネットワークの強化につながるため、本事業の必要性は高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	障がい児者の家族からの相談件数54件、家族交流会を県内４地

域において開催し延べ252人の参加があり家族への相談支援や、ネットワークの構築が図られた。(H27.8月時点)
東濃圏域において重症心身障がい児者が短期入所利用した日数がのべ126日となり、短期入所の利用促進が図られた。(H27.8月時点)

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	医療的ケアの必要な重症心身障がい児者等が利用できるレスパイトサービスの場の量的拡大や家族間ネットワークの強化につながるよう、事業の実施方法の効率化を図る。


（今後の課題）

	・医療的ケアの必要な重症心身障がい児者等が利用できる短期入所事業所のさらなる拡大につながるような事業内容を検討する。
・多職種連携をコーディネートできる人材の育成・確保


（次年度の方向性）
	・医療的ケアの必要な重症心身障がい児者等が利用できる短期入所の場の量的な拡大につながるよう、事業所等に働きかける。

・みらいの運営を継続し多職種連携をコーディネートする人材の育成・確保と家族間ネットワークの強化を図る。


